
、、』一ーー一、』

第 95号

強11"

場
一
問

所
郷
役
一
一
刊

行
賄
町
一
岸

発
一
蹴
浜
一
所

長
一
剛

11月の人口動態
男 8.15 1 
女 8.82 3 
計 16. 9 7 4 
世帯数 4.0 8 5 

(末日現在〕
死亡 11
離婚 3 

訴
え
る
道
路
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改
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か
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、
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学
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Z
E
F
一
一
一
講
堂
で

'
且
、
一
一
九
・
四

・
72
士
連
絡
松

、
‘
竺
一
山
t大

鎚
側
一
分
瀬
戸

一
一
内
線
改

良
促
進

総
決
起
大
会
が
盛

大
に
関
か
れ
ま
し

た。
と
の
大
会
は
、

瀬
戸
内
伊
予
灘
沿

岸
の
市
、
町
が
、

一
丸
と
な
っ
て
九

.
四
連
絡
瀬
戸
内

線
の
一
大
改
良
整

備
促
進
を
叫
び
、

九
・
四
連
絡
路
線

と
し
て
の
使
命
、

四
一
地
域
開
発
お
よ
び
観
光
道
路
と
し
て
の

同
一
価
値
を
広
く
、
関
係
諸
機
関
の
認
識
に

丸
一
訴
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
建
設
に
あ
ら

判
一
ゆ
る
努
力
を
傾
注
し
て
、
早
急
に
改
良

鈎
一
促
進
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
地
元
の

和
一
熱
意
を
結
集
す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

昭
一
当
日
、
旧
長
浜
町
の
方
々
は
、
午
前

一
十
一
時
半
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
約

一
二
百
名
が
長
浜
小
学
校
へ
集
合
。
町
長

)
一
お
よ
び
末
永
県
議
か
ら
、
「
お
た
が
い

↑
一
に
、
み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
、
が
ん
ば

一
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
励
ま
し
の
こ
と
ば

一
が
あ
っ
て
正
午
に
、
長
浜
小
学
校
を
出

一発。
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宅I~tr 盛
り
あ
が
る

地
元
の
熱
意

大
行
進
先
導
車
を
先
頭
に
、
町
内
を

パ
レ
ー
ド
。

町
内
の
方
々
も
、
ひ
と
り
、
ふ
た
り

と
と
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
さ
れ
、
会
場

の
長
浜
高
校
へ
到
着
し
た
と
き
に
は
約

三
百
名
に
達
し
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
に
は
、

「
町
長
、
ガ
ジ
パ
レ
」
と
か
、

「
議
員
さ
ん
、
良
い
道
路
は
、
人
の

為
、
車
の
為
、
わ
が
身
の
為
」
と
い
う

プ
ラ
カ
ー
ド
も
見
受
け
ら
れ
、
本
当
に

み
ん
な
の
気
持
を
一
つ
に
し
た
大
行
進

で
し
た
。
そ
し
て
午
後
一
時
、
会
場
に

到
着
。

出生 21
婚姻 12

会
場
に
は
、
伊
予
市
か
ら
の
参
加
者

約
六
十
名
。
双
海
町
か
ら
の
参
加
者
約

四
百
四
十
名
。
長
浜
町
か
ら
約
七
百
名

そ
れ
に
、
パ
レ
ー
ド
参
加
者
約
三
百
名

が
、
ど
っ
と
、
会
場
に
つ
め
か
け
ま
し

た
の
で
、
参
会
者
は
、
場
外
に
ま
で
あ

ふ
れ
で
る
と
い
う
、
未
曽
有
の
盛
大
な
，

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
午
後
一
時
半
長
浜
町
助
役

の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
双
海
町
長
松

田
弥
太
郎
氏
が
、
経
過
報
告
。
大
会
長

の
長
浜
町
長
が

「
こ
の
会
場
に
あ
ふ
る
る
ば
か
り
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
か
く
も
盛
大
に
本

大
会
が
、
開
催
で
き
る
こ
と

を
、
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し

あ
げ
る
。
私
は
、
本
日
の
大

会
程
、
感
激
を
覚
ゆ
る
大
会

に
参
加
し
た
と
と
は
、
い
ま

だ
か
つ
て
な
い
。

写真上=rこの一大運動に格段のど協力を… .Jと
挨拶する大会長(長浜町長)

写真中=地元の熱意未曽有の盛犬な大会

もー

唾寄

eJ

一
写真下=みんなの気持を一つにした町内大行進

ど
う
か
、
目
先
の
こ
と
ば
か
り
で
な

く
、
世
の
中
の
移
り
変
り
と
、
現
状
と

を
理
解
判
断
し
て
、
こ
の
一
大
運
動
に

今
後
、
格
段
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
」
と
、
お
い
さ
つ
。

つ
い
で
、
各
市
町
か
ら
、
意
見
発
表

が
行
な
わ
れ
、
長
浜
町
大
字
今
坊
の
深

井
満
子
さ
ん
は
、

「
私
は
、
こ
の
海
岸
線
道
路
を
、
命

の
綱
と
し
て
、
こ
の
道
路
の
改
良
が
な

し
と
げ
ら
れ
る
日
ま
で
、
が
ん
ば
り
ぬ

き
た
い
o

」
と
、
意
見
を
発
表
。
ま
た

大
字
出
海
の
本
回
重
太
郎
氏
は
、

「
わ
れ
わ
れ
は
、
い
か
な
る
困
難
を

は
い
し
て
も
、
と
の
海
岸
線
道
路
の
国

道
穿
格
を
最
終
的
な
ね
ら
い
と
し
て
、

熱
意
の
す
べ
て
を
か
た
む
け
た
い
。
中

央
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
熱
意
を

汲
み
と
り
、
真
剣
に
、
と
の
問
題
と
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
発
表

最
後
に
、
双
海
町
の
神
野
光
子
さ
ん

は、
「
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
、
力
を
合
わ

せ
て
、
国
道
昇
格
問
題
、
改
良
問
題
を

解
決
し
よ
う
。
」
と
、
発
表
し
ま
し
た

つ
い
で
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
県
知

事
代
理
、
桑
山
県
土
木
部
長
は
、

「
み
な
さ
ん
の
、
本
日
の
こ
の
熱
意

を
十
分
、
肝
に
銘
じ
て
本
日
の
ご
意
見

に
あ
っ
た
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
点
に

関
し
て
、
す
み
や
か
に
、
対
策
を
た
て

み
ん
な
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
道
路
と
な
る

よ
う
努
力
し
た
い
。
」
と
述
べ
、
つ
い

で
毛
利
代
議
士
は
、

， 
.._-ーー一一 一一一ー一一一一-------------一一一一一一一一一一ー

べ

二
、
公
職
選
挙
法
で
、
男
女
を
と
わ
に
勤
め
て
、
そ
の
公
的
年
金
制
度
に
加

ず
選
挙
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
入
し
て
い
る
人
以
外
は
、
二
十
才
に
な

す

。

れ

ば

寸

す

ぐ

に

国

民

年

金

に

加

入

す

る

三
、
戸
籍
法
上
で
、
分
籍
を
し
て
独
屈
を
長
浜
町
役
場
住
民
課
へ
、
提
出
し

立
の
戸
籍
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
町
で
は
、
来
年
の
成
人
式
を
、
昭
四
、
少
年
法
の
適
用
を
受
け
な
く
な
若
い
と
ぎ
は
、
「
年
金
な
ど
と
い
っ

和
四
十
年
一
月
十
五
日
(
金
)
午
前
九
り
、
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
は
、
盟
事
裁
て
も
、
遠
い
将
来
の
こ
と
だ
。
」
と
考

時
半
か
ら
長
浜
町
立
体
育
舘
で
開
催
い
判
の
手
続
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
え
が
ち
で
す
が
、
日
本
国
民
は
、
だ
れ

た
し
ま
す
が
、
(
該
当
者
は
、
昭
和
十
五
、
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
、
未
成
で
も
、
何
か
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入

九
年
一
月
十
六
日

l
昭
和
二
十
年
一
月
年
者
喫
煙
禁
止
な
ど
の
適
用
が
な
く
な
し
、
掛
金
を
納
め
、
老
後
は
、
そ
の
年

五

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

方

で

す

。

)

り

ま

す

。

金

で

暮

ら

し

を

た

て

る

と

い

う

し

く

み

満
二
十
才
と
い

5
の
は
、
法
律
上
ど
六
、
国
民
年
金
の
加
入
者
に
な
り
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

う

い

う

意

味

が

あ

る

か

と

い

い

ま

す

と

す

。

「

二

十

才

に

な

っ

た

ら

、

国

民

年

金

一
、
民
法
上
で
、
未
成
年
が
成
年
者
長
浜
町
で
は
、
現
在
、
約
四
千
七
百
の
加
入
届
を
、
必
ず
役
場
へ
出
す
。
」

と
な
り
、
完
全
な
行
為
能
力
を
取
得
す
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
わ
け
こ
の
こ
と
を
、
成
人
の
日
を
機
会
に

る

こ

と

で

す

。

で

す

が

、

官

庁

や

、

会

社

、

工

場

な

ど

実

行

し

て

く

だ

さ

い

。

「
大
き
な
予
算
を
、
地

方
に
ま
わ
せ
る
よ
う
に
、

6

2

7

ラ
ジ
オ
、

わ

れ

わ

れ

地

方

出

身

の

国

醐

会

議

員

は

、

一

段

と

、

勇

〉

必

気
と
、
団
結
を
も
っ
て
、

v

h

了

予
算
の
配
分
に
が
ん
ば
る
、
一
刈

」

と

、

一

…

井
谷
代
議
士
、
も
、
紙
一
U
A
A

「
う
ん
と
予
算
を
と
っ
辺
白
勝
段

て
、
ズ
ケ
ズ
ケ
も
の
を
い

1FH脳
動
箇

っ
て
ハ
ッ
パ
を
か
け
る
の
は
、
野
党
の

仕
事
だ
。
毛
利
先
生
や
今
松
先
生
と
提

携
し
、
い
い
に
く
い
と
と
は
、
私
ら
が

い
い
、
私
の
い
い
に
く
い
こ
と
は
諸
君

の
先
生
が
い
っ
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う

に
し
て
、
が
ん
ば
る
o
」
と
、

県
議
会
議
長
代
理
、
梶
田
県
議
も
、
‘

「
理
事
者
を
、
べ
ん
た
つ
し
て
、
一

日
も
早
〈
、
み
な
さ
ま
方
の
祈
願
が
か

な
い
ま
す
よ
う
に
、
議
会
人
と
し
て
努

力
し
た
い
。
ま
た
、
み
な
さ
ま
も
、
と

の
決
意
を
、
最
後
ま
で
、
貫
き
と
お
し

て
ほ
し
い
。
」
と
の
、
こ
と
ば
。

つ
づ
い
て
、
自
由
民
主
党
愛
媛
県
支

ま
た
、

沖
県
議
(
伊
予
市
)
は
、

「
地
方
道
か
ら
、
国
道
の
位
置
に
到

達
す
る
ま
で
、
命
を
か
け
て
、
私
は
死

ぬ
ま
で
、
こ
の
道
路
に
は
、
力
を
傾
注

し
た
い
。
」
と
、
最
後
に
、

地
元
、
末
、
氷
県
議
は
、

「
軌
道
に
の
せ
る
為
に
は
、
き
ょ
う

の
こ
の
姿
を
、
い
つ
ま
で
も
、
持
続
し

て
、
ど
期
待
に
そ

5
べ
く
、
努
力
を
重

ね
た
い
。

み
な
さ
ま
、
と
も
ど
も
に
、
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。
」
と
、

祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

ζ

の
後
、
伊
予
市
議
長
重
松
峯
行
氏
ぺ

る
程
度
の
状
態
に
あ
る
方
。
千
円
に
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の
数
を
か

【

資

格
M

け
た
額
で
す
。

重
度
精
神
薄
弱
児
を
、
父
ま
た
は
、
【
支
給
期
】

母
が
監
護
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
父
認
定
の
請
求
を
し
た
自
の
設
月
か
ら

ま

た

は

母

。

開

始

さ

れ

ま

す

。

ま
た
、
父
母
以
外
の
方
が
、
養
育
し
門
手
続
M

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
養
育
者
。
本
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
お

【

支

給

額

】

，

り

、

住

民

課

で

行

っ

て

い

ま

す

。

月

を

単

位

と

し

て

支

給

さ

れ

、

重

度

×

精
神
薄
弱
児
ひ
と
り
の
場
合
は
、
月
額

一
千
円
。
ふ
た
り
以
上
の
場
合
は
、
一

成
人
者
に
な
っ
た

人
の
法
律

扶
養
手
当
金

請
求
手
続
き
を

重
度
精
神
薄
弱
児
の
し
あ
わ
せ
を
図

る
た
め
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に

な
り
ま
し
た
。

【
支
給
対
象
児
童
】

二
十
才
未
満
で
、
精
神
の
発
達
が
、

著
し
く
遅
れ
て
い
る
た
め
九
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

~ 

部
幹
事
長
代
理
宇
都
宮
県
議
は
、

「
ぎ
よ
う
の
こ
の
熱
を
さ
ま
す
こ
と

な
く
、
国
会
の
先
生
方
の
力
添
え
を
得

て
、
早
急
に
、
実
現
を
は
か
り
、
党
と

み
な
さ
ん
と
が
、
一
致
団
結
し
て
こ
の

問
題
を
解
決
し
て
ゆ
ぎ
た
い
。
」

テ
レ
ビ
の
将
来

ラ
ジ
オ
の
特
殊
性
が
い
ま
一
度
見
直

さ
れ
、
，
最
近
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
聞
く
時

聞
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
ラ
ジ
オ
は
、
何
か
を

し
な
が
ら
聞
け
る
、
つ
ま
り
「
な
が
ら

が
大
会
宣
言
を
朗
読
。
つ
い
で
、
双
海

町
議
会
議
長
、
二
宮
恒
晴
氏
が
、
大
会

決
議
文
を
朗
読
。
と
の
あ
と
知
事
代
理

の
発
声
で
万
才
三
唱
。
伊
予
市
助
役
小

林
隼
雄
氏
の
閉
会
宣
言
で
、
午
後
三
時

半
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

聴
取
」
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

× 

× 

× 

× 

× 

台
所
の
炊
事
を
し
な
が
ら
聞
け
る
、

洗
濯
を
し
な
が
ら
聞
け
る
食
事
を
し
な

が
ら
聞
け
る
便
利
さ
が
再
認
識
さ
れ
て

家
庭
の
主
婦
に
歓
迎
さ
れ
る
よ

5
に
な

り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
性
は
、
ラ
ジ
オ
の
方
が
気

軽
に
敏
速
に
行
な
わ
れ
、
商
況
ニ
ュ
ー

ス
、
た
と
え
ば
、
卵
で
も
野
菜
で
も
、

家
庭
と
栴
接
に
結
び
つ
い
た
商
品
の
値

段
は
、
ラ
ジ
オ
の
方
が
親
切
で
す
。

最
近
の
調
査
で
は
、
ラ
ジ
オ
は
、
ひ

と
り
で
閏
く
も
の
、
そ
し
て
、
テ

ν
ピ

は
、
大
勢
で
見
る
も
の
、
家
族
み
ん
な

で
見
る
も
の
と
い
う
ふ

5
に
機
能
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
は
、
一
家
団
ら
ん
で
聞
か
れ

な
く
な
り
、
個
人
で
聞
く
も
の
に
変
っ

て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
個
人
聴
取
と
い
う
面
で
伸

び
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
活
時
間
か
ら
く
る
個
人
聴
取
は
、

生
活
時
間
の
中
で
、
仕
事
を
し
な
が
ら

ラ
ジ
オ
を
聴
取
す
る
も
の
で
す
。
と
う

い
う
生
活
時
間
か
ら
く
る
個
人
聴
取
が

非
常
に
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

採

試

験

用

門
採
用
試
験
】
H
こ
の
試
験
は
、
巡
視

船
の
初
級
職
員
を
養
成
す
る
海
上
保
安

学
校
普
通
科
学
生
の
、
採
用
試
験
で
す

門
資
格
〕
H
昭
和
十
七
年
四
月
二
日

以
降
生
ま
れ
た
男
子
。

門
手
続
】
H
松
山
海
上
保
安
部
(
松

山
市
一
一
一
津
御
幸
町
二
十
五
の
七
)
で
、

申
込
書
を
貰
い
、
必
要
な
事
項
を
記
入

し
た
う
え
提
出
。

【
受
付
期
間
】
H
十
二
月
十
日
か
ら
一

月
十
八
日
ま
で
。

門
そ
の
他
】
H
く
わ
し
い
こ
と
は
、
住

民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
浜
町
合
併
十
週
年
記
念

N
H
K
「
の
ど
自
慢
し
ろ

う
と
演
芸
会
」
ご
案
内

今
回
の
「
の
ど
自
慢
」
は
、
長
浜
町

体
育
舘
落
成
、
な
ら
び
に
合
併
十
週
年

を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
と
を
り
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
か
、
の
ど
に
自
信
の
あ
ら
れ
る
?
〆

方
は
、
気
軽
に
出
場
し
て
く
だ
さ
い
P

A
V
A
V
 

と
ぎ
来
年
一
月
十
七
日
午
後
一
時

と
こ
ろ
長
浜
町
立
体
育
舘

種
目
歌
曲
の
部
、
民
謡
の
部
、

ジ
ャ
ズ
、

νヤ
γ
y
y
、
歌
謡
曲
の

部
、
そ
れ
に
そ
の
他
の
部
(
浪
曲
、

声
帯
模
写
、
小
唄
な
ど
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
令
、
職
業
、
曲
目
(
一
曲
だ
け

)
を
記
入
し
て
来
年
一
月
九
日
ま
で
に

松
山
市
堀
ノ
内
町

N
H
K
の
ど
自
慢

係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



第 95号

A
A
冨

短
一
信

一
計
辺
、
h
d
F
V

命

誌

健

文
指
の
蟻
堂
見
事
に
完

一
一
日
寓
混
前
画4咽

ムL

体

育

舘

こ
と
し
の
四
月
か
ら
建
築
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
、
体
育
諒
が
、
七
か
月
ぶ
り
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
体
育
舘
は
、
鉄
筋
ゴ
ジ
ク
リ

i
ト
コ
耳
慣
建
で
、
総
面
積
一
千
二
百
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
い
協
江
慣
民
任
一
唱

万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。
多
年
の
あ
こ
が
れ
と
、
期
待
を
集
め
た
こ
の
体
育
舘
は
、
ま
さ
に
、
関
西
随
一
の
体
育
舘

で
町
民
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
ど
っ
し
り
と
、
そ
の
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
の
文
化
は
、
こ
の
舘
か
ら
生
ま
れ
、
長
浜
町
の
歴
史
は
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
、
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
加
え
る

と
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
体
育
舘
の
落
成
式
は
、
来
年
一
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、
合
併
十
周
年
記
念
式
と
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

議

(I~ 

十
月
十
九
百

九
@
四
連
絡
松
山
|
大
分
瀬
戸
内
線

改
良
促
進
期
成
同
盟
準
備
委
員
会
が
、

双
海
町
役
場
で
関
か
れ
、
二
百
議
長
と

一
満
野
副
議
長
が
出
席
。

よ一ア一 iJ'宝

十
一
月
一
日

上
水
道
施
設
特
別
委
員
会
を
開
催
。

菟
一
本
年
度
上
水
道
施
設
工
事
の
状
況
と
、

辛
一
予
算
の
更
正
に
つ
い
て
審
議
。

Z
L
E

十
一
月
二
日

震
一
九
・
四
連
絡
松
山

l
大
分
瀬
戸
内
線

，
一
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
結
成
式
が
双
海

一
町
役
場
で
開
か
れ
、
議
長
、
他
九
名
の

一
促
進
委
員
が
出
席
。

一
十
一
月
十
日

ノ
一
文
教
厚
生
委
員
会
を
開
催
。
長
浜
中

歩
，
学
校
統
合
問
題
の
進
め
方
に
つ
い
て
審

句

議

。

‘
ム
一
十
一
月
十
一
日

月
一
全
国
町
村
議
長
大
会
が
東
京
で
開
か

侮
一
れ
、
議
長
出
席
。
四
国
総
合
開
発
に
伴

一
円
ノ
道
路
五
か
年
計
画
高
速
自
動
車
道
路

一
の
建
設
費
の
予
算
計
上
早
期
着
工
を
政

一
府
に
要
望
。

-______ 一一

日

十

一

月

十

三

日

四
九
@
四
連
絡
松
山
l
大
分
瀬
戸
内
線

え
一
改
良
促
進
委
員
会
が
、
伊
予
市
役
所
で

引
一
関
か
れ
、
副
議
長
が
出
席
。
総
決
起
大

ぬ
一
会
の
日
時
決
定
と
、
負
担
金
な
ど
に
つ

和
一
い
て
審
議
。

昭
一
十
一
月
二
十
四
日

一
各
常
任
委
員
長
、
特
別
委
員
長
、
お

鬼
〉
一
よ
び
、
理
事
者
と
協
議
会
を
開
催
。

に
一
長
浜
町
体
育
舘
落
成
式
と
、
合
併
十

一
周
年
記
念
行
事
、
そ
れ
に
、
十
二
月
定

例
町
議
会
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。

「
母
の
自
の
作
文
」

5襲

佳

作お
母
さ
ん

白
滝
中
学
校
三
年
森

川

忠

男

毎
日
毎
日
、
ぼ
く
た
ち
は
家
庭
で
「

お
母
さ
ん
ノ
」
と
一
度
は
呼
ん
で
い
る

そ
の
お
母
さ
ん
と
呼
ぶ
声
の
中
に
は
、

お
母
さ
ん
に
対
す
る
信
頼
と
、
愛
情
の

写真=完成した長浜町立体育舘
(完)

気
持
が
ふ
く
ま
れ
、
は
ぎ
れ
の
い
い
声

と
な
っ
て
、
「
お
母
さ
ん
/
」
と
呼
ぶ

の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
お
母
さ
ん
ノ
」
と
呼
ぶ
の

は
い
つ
も
用
事
を
い
う
時
で
あ
る
。

ま
た
、
難
題
な
相
談
で
も
、
母
は
い

つ
で
も
い
や
な
顔
も
せ
ず
、
相
談
に
の

っ
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
い
い
母
を
持
つ

母大水る た んい ぞい母く解あしなて 1医 ても をたん治え
ひへま。園。去ない他、うさのしるかこい{療現はふ医豆、めで療た
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激
増
す
る
医
療
費

で
す
。

最
近
、
医
療
費
が
、
ど
ん
ど
ん
ふ
え

て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
医
療
費
の
値
上
げ
は
行

な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
医
療
費
自
体

は
、
別
表
の
よ
う
に
、
ふ
え
て
い
ま
す

も
ち
ろ
ん
、
医
療
内
容
も
向
上
し
て

お
り
、
ま
た
、
去
年
の
十
月
か
ら
の
世

帯
主
の
七
割
給
付
が
、
平
年
度
化
さ
れ

て
は
い
ま
す
が
、
予
想
を
こ
え
て
上
昇

を
続
け
て
い
ま
す
。

薬
の
大
量
使
用
も
原
因

医
療
費
が
上
昇
す
る
中
で
一
番
目
を

ひ
く
の
は
、
薬
の
大
量
使
用
で
す
。

被
保
険
者
証
を
使
用
す
る
場
合
に
、

や
た
ら
と
、
医
師
に
、
注
射
や
、
新
薬

を
求
め
る
よ
う
な
こ
と
は
さ
け
ま
し
ょ

R
ノ。保
険
証
は

い
つ
も
て
も
と
に

医療費

ひっぱくする国保財政

上昇する

をのをし治
注医求に療保
い療めせが険
で費なず終証
いがい、つは
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医療費および保険税調査表
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別表2

illz 
I1 I竺 I 1: 

V
第
六
回

戦

没

者

叙

勲

七

名

青

島
兵
長
米
井
利
一

豊

茂

兵
長
山
口
忠
夫

門

海

軍
M

V
旭
七

回
一
向
田

機

曹

井

上

房

雄

母

マ
町
章
、
か
き
ま
り
ま
し
た

長
浜
町
は
、
来
年
合
併
十
周
年
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
町
章
を
、
広
く
、
町

内
の
皆
様
か
ら
募
集
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
町
を

ν
ン
ボ
ル
化
し
た
図
案
が
、

九
十
六
点
集
ま
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

二
府
に
は
、
樫
本
満
芳
氏
。
(
長
浜

高
校
教
諭
数
学
担
当
)

二
席
に
は
、
住
回
優
氏
。
(
長
浜

高
校
教
諭
美
術
担
当
)
そ
し
て
、

三
席
に
は
、
山
崎
一
義
氏
。
(
長
浜

町
役
場
文
書
課
広
報
係
)
に
き
ま
り

ま
し
た
の
で
、
合
併
十
周
年
記
念
式
典

の
式
場
で
、
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。章町たっ

さ
品
品
己

J

〈、
新

指甘

室
谷
七
重

妻

ブ
ミ
子

イ
コ

7

V
心
に
は
カ
ギ
を

自
転
車
の
カ
ギ
、
と
び
ら
の
カ
ギ
、

そ
れ
に
、
心
の
カ
ギ
は
大
丈
夫
で
す
か

今
一
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
自
身
が
、
被
害
に
か
L
ら

な
い
警
戒
と
、
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
も
し
被
害
に
か
か
っ
た

と
き
は
、
「
現
場
は
そ
の
ま
ま
」
に
し

て
、
警
察
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
す
。
飲
み
す
占
ぜ
な
い
よ
う
、

一利は
S
Uぐ
v
L

き
頃
vι

ス
ピ
ー
ド
左
ど
い
ざ
ん

主
v
系
で
ナ

¥
 /
l
イ」

新外星i主婦十

民主

ロ
に
も
カ
ギ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
暴
力
」
や
「
迷
惑
行
為
」

は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
と
を
は
、
勇
気
を
だ
し
て
、
警

察
へ
届
け
ま
し
ょ
う
o

マ
合
併
十
周
年
記
念
行
事

合
併
十
周
年
記
念
、
体
育
鈴
そ
の
他

施
設
落
成
お
よ
び
、
祝
賀
行
事
が
ぎ
ま

り

ま

し

た

。

下

期

日

一

昭
和
四
十
年
一
月
十
六
日
(
土
)
と
一

十

七

日

(

日

)

の

二

日

間

。

一

場

所

一

長

浜

町

立

体

育

舘

一

行

事

一

十
六
日
、
午
前
中
は
、
式
典
と
、
祝
一

賀
。
午
後
は
、
演
芸
(
プ
ロ
級
)
一

十
七
日
、
①
N
H
K
公
開
放
送
(
し
一

ろ
う
と
の
ど
自
慢
大
会
)
②
町
民
芸
能
一

大

会

、

③

町

民

演

芸

大

会

。

一

町
内
の
み
な
さ
ま
、
隣
り
近
所
、
お
?

お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
多
数
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

州
川
帆
例
似
肌
帆
山
附
川
刈
山

h
州削吋戸
r
 

い
J
娼綿蜘集{室亙

〈。V

一
九
六
四
年
も
、
あ
と
わ
ず
か
で

終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、

と
く
に
め
ま
ぐ
る

L
く
過
ぎ
去
っ
た
一

年
で
あ
っ
た
と
感
慨
を
覚
え
ら
れ
る
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

年
の
暮
れ
を
控
え
て
家
の
内
外
、
環

境
の
整
理
な
ど
、
気
ぜ
わ
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
一
日
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で

家
族
全
体
で
、
こ
の
一
年
を
反
省
し
た

り
、
す
ぐ
に
や
っ
て
く
る
新
し
い
正
月

の
準
備
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
と

こ
と
も
、
大
へ
ん
意
味
深
い
こ
と
で
す

。
こ
と
し
は
、
史
上
最
大
と
い
わ
れ

た
)
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク
東
京
大
会
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
を
通
じ
て
、
何
も
の
に
も

か
え
が
た
い
貴
重
な
体
験
の
か
ず
か
ず

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
信
じ
ま
す
。

と
く
に
、
あ
な
た
が
感
銘
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
は
、
何
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

、刀八V

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
し
わ
す
は

ど
な
た
に
と
っ
て
も
、
と
に
か
く
、
忙

が
し
い
月
で
す
。

手
順
を
考
え
、
手
J

ぎ
わ
よ
く
片
づ
け

て
、
す
っ
き
り
と
し
た
気
分
で
、
新
年

を
迎
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

。
で
は
、
町
内
の
み
な
さ
ま

ど
う
か
よ
い
お
年
を
、
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
、
健
康
で
、
明
る
く
迎
え
ら
れ
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


